
紹

介

韓
園
の
中
園
皐
研
究
の
現
朕
紹
介

金

文

京
京
都
大
事

lま

じ

め

近
年
、
中
園
撃
各
分
野
の
国
際
化
に
と
も
な
い
、
特
に
韓
圃
の
中

園
撃
研
究
者
と
交
流
す
る
機
舎
が
ふ
え
た
こ
と
は
、
日
本
の
多
く
の

研
究
者
が
賓
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
中
国

大
陸
、
香
港
、
蓋
湾
な
ど
で
の
国
際
皐
舎
で
韓
園
の
研
究
者
と
同
席

す
る
機
舎
が
ふ
え
、
ま
た
日
本
の
挙
舎
に
韓
国
の
研
究
者
が
参
加
し
、

逆
に
韓
国
の
撃
舎
に
日
本
の
研
究
者
が
招
待
さ
れ
る
場
合
も
少
な
く

な
い
。
こ
の
よ
う
な
活
護
な
交
流
が
責
現
し
た
の
は
、
も
と
よ
り
最

近
の
東
ア
ジ
ア
の
国
際
情
勢
の
饗
化
、
と
り
わ
け
日
韓
関
係
全
般
の

紹

介

緊
密
化
が
背
景
に
あ
る
こ
と
は
言
、
つ
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
と
同
時

に
韓
固
に
お
け
る
中
園
撃
の
活
性
化
が
そ
の
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ

う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
韓
国
の
中
園
撃
界
に
封
す
る
日
本
側
の
理
解

は
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
朝
鮮
宇
島
は
日
本
と
な
ら
ん
で
、
あ
る
い
は

日
本
に
先
ん
じ
て
、
古
代
よ
り
中
園
の
文
化
を
熱
心
に
揖
取
し
て
き

た
漢
字
・
漢
文
文
化
圏
の
重
要
な
一
員
で
あ
っ
た
。
日
本
に
惇
わ
っ

た
中
園
文
化
の
か
な
り
の
部
分
が
、
責
は
朝
鮮
竿
島
を
経
由
し
て
日

本
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
も
大
方
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
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た
が
っ
て
近
代
以
前
の
雨
園
に
お
け
る
中
園
文
化
の
受
容
と
消
化
の

状
況
に
は
、
共
通
貼
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
近
代
以
降
、
日
本
の

植
民
地
時
代
を
経
て
、
特
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
朕
況
は
、
政
治

情
勢
の
相
違
な
ど
に
よ
り
日
本
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の

貼
を
日
本
側
が
理
解
す
る
こ
と
は
、
爾
園
の
今
後
の
撃
術
交
流
を
さ

ら
に
護
展
さ
せ
る
う
え
で
重
要
で
あ
ろ
う
。

筆
者
は
二

O
O九
年
よ
り
韓
国
の
成
均
館
大
挙
校
東
ア
ジ
ア
研
究

院
の
粂
任
教
授
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
三
年
間
、
毎
年
ソ
ウ

ル
に
あ
る
成
均
館
大
で
授
業
、
講
演
を
行
う
と
と
も
に
、
各
種
の
撃
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舎
に
も
参
加
す
る
機
曾
に
悪
ま
れ
、
韓
園
の
撃
界
の
研
究
状
況
に
つ

い
て
一
定
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
で
そ
の
あ
ら
ま
し

を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
拳
界
の
参
考
に
供
す
る
こ
と
に

し
た
い
。
今
後
の
交
流
促
進
の
一
助
と
な
り
、
ひ
い
て
は
中
園
墜
全

瞳
の
護
展
に
い
さ
さ
か
で
も
寄
奥
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ

る

韓
国
に
お
け
る
中
園
皐
研
究
の
歴
史

朝
鮮
王
朝
時
代
|
|
漢
撃
時
代

近
代
以
前
の
王
朝
時
代
は
、
中
園
墜
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
日

本
で
言
う
と
こ
ろ
の
古
い
意
味
で
の
漢
撃
の
時
代
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
(
韓
園
に
は
近
代
以
前
に
漢
撃
と
い
う
用
語
は
な
か
っ
た
)
。

中
国
と
の
朝
貢
闘
係
に
よ
り
、
中
園
と
置
接
か
っ
緊
密
な
交
流
を
行

え
た
こ
と
、
ま
た
科
奉
の
賓
施
に
よ
り
、
漢
撃
の
数
育
、
ま
た
そ
れ

を
に
な
う
階
層
が
制
度
的
な
保
障
を
得
て
い
た
こ
と
な
ど
、
日
本
と

異
な
る
朕
況
も
あ
る
が
、
中
園
を
中
心
と
す
る
停
統
的
な
聞
学
問
瞳
系

の
中
で
漢
撃
の
習
得
と
研
鎖
、
あ
る
い
は
漢
詩
漢
文
の
創
作
が
行
わ

れ
て
い
た
と
い
う
意
味
で
、
日
本
の
状
況
と
大
き
な
遣
い
は
な
い
。

古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
、
漢
文
を
日
本
と
よ
く
似
た
方
法
で
韓
国

語
に
よ
り
訓
讃
し
て
い
た
こ
と
も
、
近
年
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

た
だ
ひ
と
つ
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、

グ
ル
創
製
に
よ
り
民
族
文
字
を
獲
得
し
て
以
来
、
悌
典
と
四
書
・
三

一
四
四
六
年
の
ハ
ン

経
(
『
詩
経
』
『
書
経
」
「
周
易
』
)
な
ど
の
儒
教
経
典
を
は
じ
め
、
杜
甫

の
詩
の
ハ
ン
グ
ル
語
(
『
杜
詩
諺
解
』
)
な
ど
が
作
ら
れ
、
中
園
古
典

の
一
般
へ
の
普
及
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
漢
文
の
ハ
ン
グ
ル

一-172一一

語
は
諺
解
と
よ
ば
れ
、
儒
仰
の
経
典
や
古
典
丈
島
f

だ
け
で
な
く
、
ま

た
法
律
、
墜
撃
な
ど
の
賓
用
書
に
も
及
ん
だ
。
こ
の
諺
解
は
江
戸
時

代
の
日
本
に
惇
わ
り
、
日
本
で
も
仮
名
に
よ
る
諺
解
、
園
字
解
な
ど

を
生
ん
だ
が
、
漢
文
訓
謹
が
盛
ん
で
あ
っ
た
日
本
で
は
主
流
と
は
な

ら
な
か
っ
た
。

一
方
、
韓
国
で
は
、
こ
の
ハ
ン
グ
ル
翻
課
の
試
み
は

形
を
費
え
て
現
在
に
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

2 

植
民
地
時
代
(
一
九
一

O

四
五
)

韓
圃
で
は
じ
め
て
近
代
的
な
意
味
で
の
中
園
撃
が
成
立
し
た
の
は
、



日
本
の
植
民
地
時
代
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
一
九

三
六
年
に
創
立
(
珠
科
は
一
一
四
年
設
立
)
さ
れ
た
京
城
帝
園
大
撃
で

あ
っ
た
。
京
城
帝
大
の
賓
質
上
の
初
代
線
長
は
、
東
京
帝
大
支
那
哲

皐
科
教
授
、
服
部
宇
之
吉
(
一
八
六
七
|
一
九
三
九
、
東
大
と
粂
任
)

で
あ
り
、
ま
た
閥
連
撃
科
と
し
て
支
那
哲
向
学
科
、
東
洋
史
撃
科
、
支

那
語
皐
・
丈
島
ず
科
が
設
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
数
授
障
は
、
藤
塚
隣
、

高
田
異
治
、
加
藤
常
賢
、
阿
部
吉
雄
(
支
那
哲
皐
科
)
、
鳥
山
喜
一
、

大
谷
勝
員
、
玉
井
是
博
、
松
田
蕎
雄
(
東
洋
史
撃
科
)
、
児
島
献
吉

郎
・
辛
島
醸
(
支
那
語
皐
・
文
曲
学
科
)
な
ど
、
全
員
が
東
京
帝
大
出
身

者
、
特
に
服
部
門
下
で
占
め
ら
れ
、
明
治
以
来
の
日
本
の
新
し
い
中

園
撃
が
そ
の
ま
ま
移
植
さ
れ
た
観
が
あ
っ
た
。

ま
た
中
園
関
係
以
外
の
教
授
と
し
て
は
、
朝
鮮
史
の
今
西
龍
、
末

松
保
和
、
朝
鮮
語
撃
の
小
倉
進
卒
、
言
語
撃
の
河
野
六
郎
、
哲
撃
の

安
部
能
成
、
そ
し
て
『
江
戸
文
撃
と
支
那
丈
撃
』
(
一
九
四
六
)
の
著

で
知
ら
れ
る
日
本
丈
島
ナ
の
麻
生
磯
次
な
ど
鐸
々
た
る
顔
ぶ
れ
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
京
城
帝
大
で
教
鞭
を
と
っ
た
事
者
の
戦
後
の
活
躍
に
つ

い
て
は
、
こ
こ
で
述
べ
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
創
設
翌
年
の
一
九
二
七
年
に
は
、
北
京
大
事
中
文
系
出
身
で
、

紹

介

在
撃
中
に
魯
迅
や
周
作
人
の
教
え
を
受
け
た
貌
建
功
(
一
九
O
一

人
O
)
が
中
園
語
講
師
と
し
て
招
聴
さ
れ
、
翌
年
ま
で
在
職
し
た
。

一
九
四
五
年
に
蓋
湾
に
わ
た
り
蓋
北
帝
大
の
後

貌
建
功
は
そ
の
後
、

身
で
あ
る
墨
湾
大
事
中
文
系
の
教
授
と
な
っ
た
が
、
間
も
な
く
大
陸

に
も
ど
り
北
京
大
撃
教
授
に
就
任
し
た
。
そ
の
後
は
漢
字
簡
化
方
案

の
制
定
な
ど
で
中
心
的
役
割
を
措
い
、
ま
た
文
革
中
は
江
青
の
丈
拳

顧
問
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

京
城
帝
大
の
拳
生
に
は
日
本
人
と
韓
国
人
が
い
た
が
、
韓
圃
人
は

少
数
で
、
た
と
え
ば
支
那
語
挙
・
丈
島
ナ
科
の
卒
業
生
は
、

-173ー

一
九
四
五

年
ま
で
に
わ
ず
か
九
名
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
う
ち
も
っ
と
も
重
要
で

日
本
で
も
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
の
は
金
台
俊
(
一
九
O
六
|
四

九
)
で
あ
ろ
う
。
金
台
俊
は
一
九
一
三
年
に
支
那
語
墜
・
丈
墜
科
を

卒
業
、
在
事
中
か
ら
朝
鮮
に
お
け
る
漢
丈
島
T

の
研
究
に
取
り
組
み
、

『
朝
鮮
小
説
史
』
(
一
九
三
三
)
、
『
朝
鮮
漢
文
皐
史
」
(
一
九
三
二
一
)
な

ど
先
駆
的
な
仕
事
を
残
し
、
ま
た
朝
鮮
語
丈
島
ナ
曾
(
一
九
三
一
設
立
)
、

韓
圃
史
研
究
を
目
的
と
す
る
震
檀
皐
舎
(
一
九
三
四
設
立
)
な
ど
の

創
立
に
加
わ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
は
共
産
主
義
に
共
鳴
、
一
九
四

五
年
解
放
直
前
に
中
園
の
延
安
に
行
き
、
腸
園
後
、
政
治
活
動
に
身
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を
投
じ
た
た
め
、

一
九
四
九
年
、
南
朝
鮮
勢
働
黛
事
件
に
関
連
し
て

庭
刑
さ
れ
た
。
『
朝
鮮
小
説
史
』
は
安
宇
植
氏
に
よ
る
諜
注
(
平
凡

世
「
東
洋
文
庫
」
二
七
O
)
が
あ
る
。
た
だ
同
書
の
安
氏
解
説
で
、
金

台
俊
を
朝
鮮
文
撃
科
出
身
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
り
卒
業
生
で
は
な
い
が
、
京
城
帝
大
に
か
か
わ
っ
た
韓

圃
人
研
究
者
に
金
九
経
(
一
九
O
O
|
五
O
ワ
)
が
い
仇
o

金
九
経
は
、

一
九
一
一
一
年
、
京
都
の
大
谷
大
撃
に
留
撃
、
鈴
木
大
拙
に
師
事
、
ま

た
昔
時
、
大
谷
大
撃
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
倉
石
武
四
郎
に
中
園
語

を
習
っ
た
。
二
六
年
に
時
圃
し
た
が
、
二
八
年
に
は
北
京
に
行
き
、

未
明
世
に
寄
宿
、
そ
こ
で
魯
迅
そ
し
て
周
作
人
に
舎
っ
て
い
る
。
魯

迅
の
日
記
の
同
年
五
月
三
十
一
日
の
項
に
は
、
金
九
経
が
日
本
の
塚

本
善
隆
、
水
野
清
一
、
倉
石
武
四
郎
を
と
も
な
っ
て
魯
迅
を
訪
問
し

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
塚
本
と
水
野
は
、
周
知
の
如
く
京
大
出

身
の
悌
数
撃
者
、
考
古
撃
者
で
、
こ
の
時
北
京
大
撃
に
留
準
中
で

あ
っ
た
。
同
六
月
三
日
に
は
、
金
九
経
と
貌
建
功
の
名
が
と
も
に
見

え
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
金
九
経
は
ソ
ウ
ル
京
域
帝
大
在
職
中
の
貌

建
功
と
知
り
合
い
、
そ
れ
が
北
京
行
き
に
つ
な
が
っ
た
ら
し
い
。
こ

の
こ
ろ
の
周
作
人
の
日
記
に
も
金
九
経
の
名
は
頻
出
す
る
が
、
こ
れ

も
貌
建
功
の
紹
介
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

翌
二
九
年
、
金
九
経
は
北
京
大
撃
の
講
師
と
な
り
、
朝
鮮
語
と
日

本
語
を
教
え
た
。
こ
の
時
期
、
胡
適
と
も
交
渉
を
も
ち
、
胡
適
が
英

働
か
ら
も
ち
か
え
っ
た
敦
憧
寓
本
を
も
と
に
「
校
刊
唐
寓
本
楊
伽
師

資
記
」
(
一
九
三
二
)
を
出
版
、
そ
の
後
、
奮
満
州
に
わ
た
り
、
満
州

圃
立
奉
天
国
書
館
に
勤
務
、
ま
た
奉
天
農
業
皐
院
の
教
授
と
な
り
、

『
重
訂
満
州
祭
神
祭
天
典
曜
』
な
ど
を
公
刊
、
特
に
遼
代
遺
跡
の
調

一
九
四
五
年
解
放
と
と
も
に
蹄
園
、
ソ
ウ
ル

査
に
功
績
を
残
し
た
。

大
墜
校
圃
書
館
の
司
書
を
へ
て
、
翌
年
、
ソ
ウ
ル
大
中
園
丈
島

4

科
の

初
代
数
授
と
な
っ
た
が
、
一
九
五

O
年
、
朝
鮮
戦
争
勃
護
に
よ
り
北

に
投
致
さ
れ
、
死
亡
し
た
と
惇
え
ら
れ
る
。
こ
の
人
が
生
き
て
い
た

-174ー

ら
、
そ
の
後
の
韓
国
の
中
国
撃
の
賦
況
は
大
き
く
嬰
わ
っ
て
い
た
で

あ
ろ

h

つ。

3 

解
放
後
か
ら
韓
中
交
樹
立
ま
で
(
一
九
四
五
|
九
二
)

一
九
四
五
年
の
解
放
、
濁
立
に
よ
っ
て
京
城
帝
大
は
圃
立
ソ
ウ
ル

大
島
ナ
校
と
し
て
生
ま
れ
嬰
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
ソ
ウ
ル
大
は

京
城
帝
大
と
の
耀
承
闘
係
を
認
め
て
い
な
い
が
、
京
城
帝
大
時
代
の



戴
書
が
ソ
ウ
ル
大
圃
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
賓
際

に
は
多
く
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
四
六
年
、

ソ
ウ
ル
大
撃
校
人
文
大
撃
(
韓
園
で
は
戦
前
の
日
本
の
制
度
が
受
け
継
が

れ
、
大
皐
校
の
下
に
草
科
大
撃
が
附
属
す
る
)
に
設
け
ら
れ
た
中
園
丈
島
T

科
の
教
授
陣
は
、
京
城
帝
大
支
那
語
撃
・
文
皐
科
出
身
(
四
O
年
卒
)

の
李
明
善
と
中
固
か
ら
蹄
園
し
た
金
九
経
、
丁
来
東
、
そ
れ
に
ソ
ウ

ル
大
師
範
大
撃
数
授
で
や
は
り
帝
大
支
那
語
皐
・
文
撃
科
出
身
(
一
一
一

六
年
卒
)
の
車
相
鞍
が
講
師
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、
帝
大
出
身
者

と
中
固
か
ら
の
鯖
園
者
か
ら
成
っ
て
い
る
。

五
六
十
年
代
は
、
朝
鮮
戦
争
(
一
九
五
O
|
五
二
)
と
そ
の
後
の
冷

戦
朕
況
の
影
響
で
、
枇
舎
全
般
に
中
国
に
封
す
る
感
情
が
険
悪
で

あ
っ
た
時
期
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
大
撃
に
設
立
さ
れ
中
国
関
係
の

皐
科
は
、
私
立
慶
県
大
の
中
園
語
皐
科
(
一
九
五
二
)
、
国
立
韓
圏
外

圃
語
大
の
中
園
語
撃
科
(
一
九
五
四
)
、
私
立
成
均
館
大
中
園
丈
撃
科

(
一
九
五
五
)
の
み
で
、
語
撃
が
主
で
あ
っ
た
。
六
三
年
に
は
韓
国

中
国
事
舎
が
設
立
さ
れ
、
丈
史
哲
全
般
に
わ
た
る
研
究
者
が
結
集
、

そ
の
後
『
中
国
挙
報
』
『
園
際
中
園
撃
研
究
』
な
ど
の
準
術
誌
を
刊

行
し
、
ま
た
友
好
関
係
に
あ
っ
た
蓋
湾
(
中
華
民
園
)
の
援
助
に
よ

紹

介

り
毎
年
圃
際
撃
曾
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
六
九
年
に
は

韓
国
中
園
語
文
皐
舎
も
創
設
さ
れ
て
い
る
が
、
全
般
に
研
究
は
低
調

で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

縛
機
と
な
っ
た
の
は
、
七

0
年
代
の
日
中
、
米
中
園
交
樹
立
に
象

徴
さ
れ
る
園
際
情
勢
の
嬰
化
で
あ
る
。
七

0
年
代
以
降
、
中
園
丈
島
f

科
設
立
の
ラ
ッ
シ
ュ
が
起
こ
り
、
高
麗
大
(
一
九
七
二
)
、
淑
明
女
子

大
(
一
九
七
二
)
、
檀
園
大
(
一
九
七
二
)
、
園
民
大
(
一
九
七
二
一
)
、
延

世
大
(
一
九
七
回
)
、
清
州
大
(
一
九
七
五
)
、
嶺
南
大
(
大
郎
、
一
九
七

五
)
、
忠
南
大
(
大
田
、
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一
九
七
七
)
、
全
北
大
(
全
州
、

一
九
七
八
)
、

大
(
光
州
、

一
九
七
九
)
、
慶
北
大
(
大
郎
、
一
九
七
九
)
、
朝
鮮

一
九
七
九
)
、
仁
荷
大
(
一
九
八
O
)
、
梨
花
女
子
大
(
一

全
南
大
(
光
州
、

九
八
一
)
、
漢
陽
大
(
一
九
八
一
)
、
京
畿
大
(
一
九
八
四
)
、
放
迭
通
信

大
(
一
九
八
四
)
、
園
光
大
(
全
州
、

一
九
八
四
)
、
崇
賓
大
(
一
九
九

一
一
)
な
ど
、
全
園
の
主
要
大
撃
の
ほ
と
ん
ど
に
中
圃
文
皐
科
も
し
く

は
語
拳
科
が
設
け
ら
れ
た
。

こ
の
時
期
の
撃
界
状
況
で
日
本
と
も
っ
と
も
異
な
っ
て
い
る
の
は
、

ほ
と
ん
ど
の
研
究
者
が
大
挙
卒
業
後
、
官
室
湾
に
留
撃
し
て
拳
位
を
取

得
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
現
在
五
十
歳
以
上
の
研
究
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者
も
お
お
む
ね
中
国
語
舎
話
に
堪
能
で
、
蓋
湾
と
の
国
交
断
絶
後
も

同
門
あ
る
い
は
師
弟
関
係
を
遁
じ
て
蓋
湾
の
撃
界
と
は
個
人
的
に
強

い
つ
な
が
り
が
維
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
日
本
の
撃
界
と
は
、
ソ
ウ
ル
大
の
車
柱
燦
数
授
が
京
大
に

短
期
訪
問
さ
れ
た
の
な
ど
を
例
外
と
し
て
ほ
と
ん
ど
交
流
が
な
か
っ

た
。
こ
れ
も
首
時
の
日
韓
関
係
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
た

だ
し
日
本
の
植
民
地
時
代
に
教
育
を
受
け
、
日
本
語
を
解
す
る
人
が

多
か
っ
た
せ
い
も
あ
っ
て
、
日
本
の
研
究
動
向
、
研
究
成
果
は
、
書

物
を
通
じ
て
相
嘗
詳
し
く
惇
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
大
漢
和

辞
典
」
を
は
じ
め
と
す
る
辞
典
や
研
究
書
に
、
こ
の
時
期
の
韓
固
に

お
け
る
海
賊
版
が
少
な
く
な
い
の
は
、
そ
の
一
端
を
物
語
っ
て
い
よ

、っ。

4 

韓
中
園
交
樹
立
以
後
現
在
ま
で
(
一
九
九
二
)

一
九
九
二
年
の
韓
中
国
交
樹
立
は
、
東
西
ド
イ
ツ
の
統
一
、
ソ
連

邦
崩
壊
な
ど
冷
戦
の
終
結
を
告
げ
る
一
連
の
出
来
事
の
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
一
事
件
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
時
期
、
大
事
の
中
国
関
係
閣
学

科
設
立
ラ
ッ
シ
ュ
に
は
さ
ら
に
拍
車
が
か
か
り
、
現
在
で
は
全
園
一

七
九
の
四
年
制
大
撃
中
一
一
九
の
大
事
に
二
二
八
の
撃
科
(
専
任
教

員
五
名
以
上
は
十
七
校
)
が
あ
り
、
二
年
制
短
期
大
墜
一
四
五
校
中
六

二
校
に
も
関
連
墜
科
が
設
け
ら
れ
、
毎
年
五
六
千
名
の
卒
業
生
を
輩

出
し
て
い
る
。
現
在
、
大
撃
な
ど
に
在
職
す
る
中
園
撃
の
専
門
家
は
、

概
敷
で
文
撃
が
お
よ
そ
九
百
名
、
語
撃
が
五
百
名
、
歴
史
が
四
百
名
、

哲
事
が
二
百
五
十
名
程
度
で
、
う
ち
四
十
%
が
女
性
で
あ
る
と
い
う
。

東
洋
史
の
強
い
日
本
に
く
ら
べ
る
と
中
園
史
の
研
究
者
が
相
封
的
に

少
な
く
、
女
性
の
割
合
は
日
本
よ
り
ず
っ
と
高
い
。

そ
し
て
そ
れ
ま
で
蓋
湾
に
留
撃
し
て
い
た
研
究
者
が
、
園
交
樹
立
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を
機
に
中
国
大
陸
に
留
率
先
を
切
り
替
え
た
こ
と
は
言
、
つ
ま
で
も
な

い
。
現
在
、
中
園
大
陸
各
地
の
大
撃
に
お
け
る
韓
国
人
留
撃
生
の
敷

は
、
お
そ
ら
く
日
本
人
留
拳
生
を
凌
駕
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
と

も
な
い
中
園
大
陸
の
撃
界
と
の
交
流
も
急
速
に
活
費
と
な
り
、
中
国

で
聞
か
れ
る
各
種
国
際
拳
舎
に
韓
圃
人
研
究
者
が
積
極
的
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
む
ろ
ん
、
中
国
人
研
究
者
の
招
聴
に
も
き

わ
め
て
熱
心
で
、
韓
圃
の
大
撃
で
一
一
一
年
の
任
期
で
教
鞭
を
と
っ
た

中
国
人
研
究
者
の
敷
は
、
日
本
に
教
員
と
し
て
招
か
れ
た
中
園
人
研

究
者
の
数
を
は
る
か
に
上
回
る
。
ま
た
民
間
の
資
金
に
よ
っ
て
蓮
管



さ
れ
る
韓
園
高
等
数
育
財
圏
の
支
援
に
よ
り
開
催
さ
れ
る
北
京

フ
ォ
ー
ラ
ム
(
北
京
大
と
共
催
)
、
上
海
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
復
旦
大
と
共

催
)
、
豆
満
江
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
延
遠
大
と
共
催
)
な
ど
、
そ
こ
で
扱
わ

れ
る
テ
1
マ
は
中
園
撃
を
越
え
て
東
ア
ジ
ア
全
瞳
に
お
よ
ぶ
場
合
が

多
い
が
、
こ
の
よ
う
に
自
圃
か
ら
の
資
金
提
供
に
よ
っ
て
中
園
で
園

際
皐
曾
を
開
催
す
る
と
い
う
形
態
も
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

為

h

ミ

O

J
句
、

νこ
の
時
期
の
も
う
ひ
と
つ
の
目
立
っ
た
現
象
は
、
分
野
別
拳
舎
の

創
設
で
あ
る
。
古
典
小
説
、
戯
曲
、
現
代
文
撃
、
文
撃
理
論
な
ど
多

く
の
分
野
で
、
そ
の
規
模
に
雁
じ
た
大
小
の
撃
舎
が
設
立
さ
れ
、
撃

舎
、
研
究
舎
の
開
催
、
島
ナ
舎
誌
の
刊
行
な
ど
活
費
な
活
動
を
展
開
、

ま
た
分
野
別
で
の
中
園
と
の
交
流
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
付
録
の
資
料
を
参
照
さ
れ
た
い
。
日
本
で
も
む
ろ
ん
同
様

の
現
象
が
見
ら
れ
る
が
、
筆
者
の
印
象
で
は
、
韓
国
の
撃
舎
の
方
が

よ
り
求
心
力
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
八
十
年
代
ま
で

韓
国
で
は
中
園
大
陸
の
書
籍
輸
入
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
た
め
情
報
が

入
ら
ず
、
特
に
中
堅
の
研
究
者
た
ち
の
聞
に
自
ら
の
後
進
性
に
封
す

る
自
畳
と
危
機
感
が
あ
り
、
圏
結
し
て
そ
の
分
野
の
研
究
を
護
展
さ

紹

介

せ
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
強
い
た
め
で
あ
る
。
た
と
え
ば
日
本
で
は

圃
際
拳
舎
へ
の
参
加
は
通
常
、
個
人
車
位
で
あ
る
が
、
韓
国
で
は
撃

曾
草
位
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
な
お
全
分
野
に
わ
た
る
全
国
皐
舎
も

こ
の
時
期
に
敷
が
ふ
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
各
主
要
大
撃
が
こ
ぞ
っ

て
自
校
中
心
の
皐
舎
を
作
り
た
が
り
、
大
同
圏
結
が
難
し
い
た
め
で

あ
る
ら
し
い
。
こ
れ
は
お
国
柄
で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
期
に
は
日
本
の
皐
界
と
の
交
流
も
盛
ん
に
な
っ
た
。
個
人

レ
ベ
ル
で
の
相
互
往
来
が
ふ
え
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ

こ
で
特
に
紹
介
し
た
い
の
は
、
語
拳
研
究
者
に
よ
る
韓
日
中
園
語
言

撃
園
際
研
討
舎
で
あ
る
。
こ
の
舎
は
青
山
大
撃
の
遠
藤
光
暁
教
授
と
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漢
陽
大
挙
校
の
巌
翼
相
数
授
を
護
起
人
と
し
て
、
第
一
回
が
二

0
0

五
年
ソ
ウ
ル
で
、
第
一
一
回
が
一
一

O
O七
年
東
京
で
聞
か
れ
、
一
一

0
0

九
年
の
第
三
回
は
中
園
人
研
究
者
も
加
わ
り
、
中
韓
日
中
国
語
言
事

園
際
研
討
舎
と
名
稽
を
費
え
、
中
園
威
海
市
の
山
東
大
撃
で
、
一
一

O

二
年
の
第
四
回
は
蓋
湾
の
中
山
大
撃
で
開
催
さ
れ
、
「
韓
日
中
国

語
言
皐
研
究
系
列
」
『
韓
漢
語
言
撃
研
究
系
列
」
と
銘
打
っ
て
、
す

で
に
三
珊
の
論
文
集
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
(
い
ず
れ
も
ソ
ウ
ル
の
撃
古

房
刊
行
)
。
こ
の
よ
う
に
日
韓
の
研
究
者
が
協
力
し
て
、
中
園
、
憂
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湾
の
事
界
を
も
巻
き
込
ん
で
交
流
を
行
う
と
い
う
現
象
は
従
来
見
ら

れ
な
か
っ
た
新
し
い
傾
向
で
あ
り
、
今
後
の
あ
る
べ
き
交
流
の
ひ
と

つ
の
姿
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
筆
者
が
曾
員
で
あ
る

中
園
古
典
小
説
研
究
舎
も
、
一
一

O
O
一
年
に
ソ
ウ
ル
で
韓
園
の
中
園

小
説
研
究
曾
と
共
催
で
、
「
日
本
和
韓
国
撃
者
研
究
中
園
小
説
上
的

問
題
和
観
貼
」
を
テ
l
マ
に
撃
舎
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
旬
。

近
年
韓
園
で
護
見
さ
れ
た
主
要
資
料

韓
圃
の
中
園
墜
界
が
注
目
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
も
う
ひ
と
つ
の
理

由
は
、
近
年
、
中
園
事
関
係
の
新
た
な
資
料
の
鷲
見
が
相
次
い
で
い

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
筆
者
の
知
る
そ
の
主
要
な
も
の
を
筒
草

に
紹
介
し
た
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
的
研
究
が
す

で
に
麓
表
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

1 

明
・
陸
人
龍
著
・
陸
雲
龍
評
・
刊
『
型
世
一
吉
』
十
巻
四
十
話

(
ソ
ウ
ル
大
套
章
閤
韓
圏
直
字
研
究
院
戒
)

「
型
世
言
」
は
明
末
の
白
話
短
編
小
説
集
で
、
中
園
で
は
す
で
に

失
わ
れ
て
い
た
の
が
、
一
九
八
七
年
、
フ
ラ
ン
ス
園
立
科
聞
学
研
究
セ

ン
タ
ー
研
究
員
の
陳
慶
浩
氏
と
肇
湾
東
呉
大
撃
呉
国
良
教
授
に
よ
っ

て
ソ
ウ
ル
大
の
套
章
閤
文
庫
(
現
套
章
閑
韓
園
間
字
研
究
院
)
で
護
見
、

あ
る
い
は
再
護
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
一
言
う
の
も
、
本
書
の
存

在
は
韓
固
で
は
す
で
に
そ
れ
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
債
値
が
認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
陳
氏
は
、
ほ

ほ
同
時
期
の
白
話
小
説
集
「
三
刻
拍
案
驚
奇
」
(
別
名
『
幻
影
」
)
一
二

十
回
、
お
よ
び
『
別
本
二
刻
拍
案
驚
奇
』
三
十
四
巻
中
二
十
四
巻
が
、

賓
は
『
型
世
言
』
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
誼
、
小
説
史

上
に
お
け
る
そ
の
慣
値
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
蓋
湾
中
央
研
究
院
中

園
丈
史
哲
研
究
所
影
印
本
(
一
九
九
二
)
、
朴
在
淵
校
注
「
型
世
言
』
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一
九
九
三
)
北
京
中
華
書
局
標
勲
本
(
一

九
九
三
)
、
江
蘇
古
籍
出
版
祉
『
中
園
話
本
大
系
」
標
貼
本
(
一
九
九

(
韓
園
江
原
大
相
学
校
出
版
部

一
一
一
)
が
あ
る
。

2 

奮
本
『
老
乞
大
」
(
個
人
戴
)

「
老
乞
大
』
は
高
麗
末
期
の
中
園
語
曾
話
教
科
書
と
し
て
、
『
朴

遁
事
』
と
と
も
に
庚
く
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
現
存
す
る

の
は
朝
鮮
王
朝
時
代
の
改
訂
版
お
よ
び
そ
の
ハ
ン
グ
ル
謹
(
諺
解
)

の
み
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
八
年
、
慶
北
大
の
南
権
県
教
授
に
よ
っ

て
、
高
麗
時
代
の
原
本
と
思
わ
れ
る
テ
キ
ス
ト
が
大
郎
市
で
護
見
さ



れ
た
。
原
本
で
あ
る
確
誼
は
な
い
の
で
、
筆
者
は
便
宜
的
に
奮
本
と

よ
ぶ
こ
と
に
す
る
が
、
こ
の
奮
本
に
は
元
代
に
お
も
に
中
国
北
方
で

い
わ
ゆ
る
漢
鬼
言
語
の
特
徴
が
反
映
さ

使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
、

れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
「
伝
是
高
麗
人
，
倒
忽
鹿
漢
鬼
言
語
説
的
好
有
?
」
の

モ
ン
ゴ
ル
語
の
影
響
に
よ
る
句
末
の
「
有
」
の
使
用
な
ど

ょ
、
つ
に
、

が
そ
の
典
型
的
な
例
で
、
改
訂
版
で
は
「
有
」
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
改
訂
版
で
は
「
北
京
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
奮
本
で
は

「
大
都
」
と
元
代
の
呼
稽
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
『
老
乞
大
』
は
、

大
都
に
行
く
高
麗
商
人
に
よ
る
曾
話
を
主
内
容
と
す
る
が
、
改
訂
版

で
は
責
買
に
銀
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
封
し
、
奮
本
で
は
す
べ
て

元
代
通
用
の
賓
紗
(
紙
幣
)
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
賓
紗
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
制
度

運
用
に
闘
す
る
も
の
で
、
賓
際
の
責
買
の
現
場
で
そ
れ
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
た
の
か
を
示
す
資
料
は
皆
無
に
近
か
っ
た
。
奮
本
『
老
乞

大
』
に
は
、
そ
れ
が
具
樫
的
に
活
寓
さ
れ
て
お
り
、
一
言
語
史
の
み
な

ら
影ず
印 経
本済
に 史

の
ぜ研
玩 究
j莫(こ
三五 壬ヨ
ロ口 二
ーよA しミ

老下
，C- 't:) 
乙J ~主

五量
(な
慶 資

支襲
警品
山る
版
書目

。。

紹

介

O
)
、
鄭
光
編
『
原
刊
老
乞
大
研
究
」
(
外
語
教
撃
奥
研
究
出
版
枇

北

京

二
O
O
O
)
、
ま
た
語
注
と
し
て
。
金
文
京
・
玄
幸
子
・
佐
藤
春

彦
編
『
老
乞
大
』
(
「
東
洋
文
庫
」
六
九
九

光
編
『
原
本
老
乞
大
」
(
朴
文
世

平
凡
社

二
O
O
二
)
、
鄭

二
O
一
O
)
が
あ
る
。

ソ
ウ
ル

元
刊
『
至
正
燦
格
」
残
巻
(
韓
園
撃
中
央
研
究
院
蔵
)

『
至
正
篠
格
』
は
、
元
の
至
正
六
年
(
一
三
四
六
)
に
頒
布
さ
れ

た
元
代
最
後
の
法
令
集
で
あ
る
。
中
園
で
は
も
と
『
永
楽
大
典
」
に

収
録
さ
れ
て
い
た
が
、
す
で
に
散
供
し
、
黒
水
城
(
カ
ラ
ホ
ト
)
護

3 見
の
元
代
文
書
の
中
に
、
わ
ず
か
に
そ
の
残
葉
が
存
在
す
る
に
す
ぎ

な
い
。
し
か
る
に
二

O
O
二
年
、
韓
園
撃
中
央
研
究
院
の
安
承
俊
研
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究
員
に
よ
っ
て
、
慶
州
の
奮
家
で
あ
る
孫
氏
所
戴
書
の
中
か
ら
元
刊

本
の
残
巻
が
護
見
さ
れ
た
。
残
存
す
る
の
は
、
「
断
例
」
巻
一
十

二
一
、
「
篠
格
」
巻
二
三
三
四
の
部
分
で
あ
る
。

元
代
の
法
令
は
、
「
断
例
」
と
「
僚
格
」
か
ら
な
る
が
、
こ
れ
以

前
に
編
纂
さ
れ
た
「
大
元
通
制
』
は
「
僚
格
」
の
部
分
し
か
残
っ
て

お
ら
ず
(
一
般
に
『
通
制
燦
格
』
と
稽
さ
れ
る
)
、
「
断
例
」
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
従
来
中
国
で
も
論
争
が
あ
っ
た
。

護
見
さ
れ
た
『
至
正
傑
格
』
は
「
断
例
」
部
分
を
含
ん
で
お
り
、
こ
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第
八
十
一
加

れ
に
よ
っ
て
「
断
例
」
の
性
格
が
具
瞳
的
に
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
元
代
の
法
令
集
と
し
て
も
っ
と
も
有
名
か
っ
大
部
な
の
は
『
元

典
章
」
で
あ
る
が
、
本
書
に
は
『
元
典
章
』
や
『
遇
制
篠
格
』
と
重

複
す
る
部
分
も
多
く
、
校
訂
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

以
上
は
法
制
史
上
の
債
値
で
あ
る
が
、
本
書
の
内
容
に
は
丈
島
ナ
、

哲
撃
の
研
究
に
関
係
す
る
も
の
も
あ
る
。
う
ち
も
っ
と
も
重
要
な
の

は
、
「
隠
戴
玄
象
圃
識
」
(
「
断
例
」
巻
二
「
職
制
」
一
一
一
)
に
見
え
る
元

代
の
禁
書
五
十
種
の
目
録
で
あ
ろ
う
。
従
来
、
元
朝
は
清
朝
と
異
な

り
文
網
緩
や
か
で
、
禁
書
は
さ
ほ
ど
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
元
代
の
禁
書
の
賓
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
特
に
そ

の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
識
緯
書
は
、
閥
連
分
野
の
研
究
に
と
っ
て
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
所
牧
法
令
に
は
、
元
代
に
流
行
し
た

演
劇
で
あ
る
雑
劇
の
内
容
の
背
景
を
知
る
う
え
で
参
考
に
な
る
も
の

も
あ
る
。

筆
者
と
ソ
ウ
ル
大
の
金
浩
東
数
授
、
慶
北
大
の
李
介
爽
数
授
の
共

編
に
な
る
『
至
正
候
格
』
(
韓
園
挙
中
央
研
究
院

書
の
影
印
と
翻
字
校
注
、
お
よ
び
関
連
資
料
集
、
研
究
論
文
が
牧
め

二
O
O
七
)
に
、
原

ら
れ
て
い
る
。

4 

高
麗
末
刊
『
金
戴
論
』
(
党
魚
寺
蔵
、
個
人
蔵
)

『
金
戴
論
」
は
、
北
朝
末
の
懇
蓮
紀
撰
の
悌
数
故
事
集
で
、
日
本

で
は
特
に
『
今
昔
物
語
集
』
の
出
典
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
大
谷
大

本
、
興
一
踊
寺
本
、
京
大
本
な
ど
の
寓
本
が
知
ら
れ
、
ま
た
近
時
、
庚

島
大
の
荒
見
泰
史
氏
に
よ
っ
て
敦
煙
寓
本
の
存
在
も
報
告
さ
れ
て
い

る
。
本
書
は
二

O
O
二
年
、
慶
北
大
の
南
擢
照
数
授
に
よ
っ
て
護
見
、

報
告
さ
れ
た
も
の
で
、
『
金
戴
論
』
唯
一
の
版
本
と
し
て
貴
重
で
あ

り
、
寓
本
と
の
聞
に
は
多
く
の
異
同
が
あ
る
。
宮
井
里
佳
・
本
井
牧

子
編
『
金
戴
論
』
(
臨
川
書
庖

-180ー

。
一
)
は
そ
の
詳
細
な
研
究
で

あ
る
。

5 

朝
鮮
刊
「
新
刊
校
正
古
本
大
字
音
程
三
園
志
惇
通
俗
演
義
』
十

二
虫
色
(
鮮
文
大
中
韓
翻
謬
文
献
研
究
所
、
ソ
ウ
ル
大
杢
章
閤
韓
園
拳
研
究
院

等
蔵
)

本
書
は
小
説
『
三
園
志
演
義
』
の
明
末
テ
キ
ス
ト
の
ひ
と
つ
で
、

南
京
の
書
庫
、
周
日
校
が
刊
行
し
た
も
の
の
朝
鮮
に
お
け
る
翻
刻
本

で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
周
日
校
に
は
、
中
園
枇
曾
科
墜
院
文
撃
研
究
所

の
劉
世
徳
氏
に
よ
っ
て
、
刊
行
時
期
が
も
っ
と
も
早
く
描
給
の
な
い

甲
本
、
つ
い
で
描
給
の
あ
る
乙
本
、
丙
本
お
よ
び
現
在
は
す
で
に
停



③
 

わ
ら
な
い
丁
本
の
四
種
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
朝

鮮
翻
刻
本
は
こ
の
う
ち
、
も
っ
と
も
早
い
甲
本
を
底
本
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
甲
本
は
現
在
、
中
国
一
枇
曾
科
撃
院
丈
島
ナ
研
究
所
に
巻
六
・

七
・
九
の
三
巻
の
み
が
惇
存
し
て
い
る
が
、
翻
刻
本
の
方
は
い
く
つ

か
の
系
統
が
あ
る
も
の
の
、
合
わ
せ
れ
ば
全
十
二
巻
す
べ
て
が
そ

ろ
っ
て
い
る
。
特
に
巻
一
巻
頭
の
「
晩
拳
塵
陵
葉
才
音
程
」
は
、
他

の
巻
お
よ
び
そ
の
他
の
テ
キ
ス
ト
に
は
見
え
な
い
。
葉
才
に
つ
い
て

は
不
明
で
あ
る
。

本
書
の
存
在
は
、
そ
の
一
部
が
従
来
、
韓
国
の
挙
界
で
は
知
ら
れ

て
い
た
が
、
二

O
O七
年
に
鮮
丈
大
の
朴
在
淵
教
授
が
新
た
に
護
見

さ
れ
た
も
の
と
従
来
の
も
の
を
整
理
し
、
そ
の
影
印
お
よ
び
翻
字
に

解
説
を
付
し
、
『
新
刊
校
正
古
本
大
字
音
懇
三
園
志
惇
通
俗
演
義
』

二
O
O
八
)
と
し
て
公
刊
さ
れ

た
。
た
だ
し
本
書
に
は
、
そ
の
刊
行
年
代
な
ど
い
ま
だ
未
解
決
の
問

(
鮮
文
大
準
校
中
韓
翻
謬
文
献
研
究
所

題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

6 

朝
鮮
銅
活
字
本
『
三
園
志
遁
俗
演
義
』
巻
八
上
下
(
李
亮
載
氏

裁

本
書
も
小
説
『
三
園
志
演
義
』
の
テ
キ
ス
ト
で
、
古
書
牧
集
家
の

紹

介

李
亮
載
氏
が
所
戴
し
て
い
た
も
の
が
、
二

O
一
O
年
に
公
開
さ
れ
た
。

高
麗
、
朝
鮮
王
朝
時
代
に
、
お
も
に
朝
廷
に
よ
り
銅
活
字
本
の
印
刷

が
盛
ん
で
、
歴
代
多
く
の
活
字
が
鋳
造
さ
れ
た
こ
と
は
贋
く
知
ら
れ

て
い
る
が
、
本
書
は
そ
の
う
ち
の
丙
子
字
、
す
な
わ
ち
中
宗
十
一
年

(
一
五
一
六
)
丙
子
年
に
作
ら
れ
た
活
字
を
用
い
て
印
刷
し
た
も
の

で
あ
る
。
丙
子
字
は
そ
の
後
、
い
わ
ゆ
る
壬
辰
倭
乱
(
一
五
九
二
)

ま
で
使
用
さ
れ
た
の
で
、
本
書
も
そ
の
聞
の
刊
行
と
考
え
ら
れ
る
。

「
三
園
志
演
義
」
の
現
存
最
古
の
テ
キ
ス
ト
は
嘉
靖
元
年
(
一
五

一
一
一
一
)
の
序
を
も
つ
い
わ
ゆ
る
嘉
靖
本
で
あ
る
が
、
本
書
は
そ
れ
と

-181ー

は
別
の
テ
キ
ス
ト
に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
最
大
の
特
色
は
、

嘉
靖
本
が
二
十
四
巻
、
そ
の
系
統
を
引
く
周
日
校
本
な
ど
が
十
一
一
巻

な
の
に
封
し
て
、
各
巻
を
上
下
に
分
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
は
残
本
巻
頭
に
「
巻
八
下
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
り
う
る

(
巻
入
上
は
巻
頭
部
分
が
な
い
)
。
そ
し
て
そ
の
内
容
は
周
日
校
本
の

巻
八
、
嘉
靖
本
の
巻
十
五
・
十
六
に
相
賞
す
る
の
で
、
本
書
は
全
十

二
巻
を
各
巻
上
下
に
分
け
た
も
の
で
、
あ
た
か
も
嘉
靖
本
と
周
日
校

本
の
中
間
的
瞳
裁
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
は
従
来

知
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
そ
の
丈
字
も
お
お
む
ね
嘉
靖
本
と
一
致
す
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第
八
十
一
加

る
も
の
の
、
周
回
校
本
や
一
噛
建
系
統
の
別
の
テ
キ
ス
ト
と
同
じ
個
所

も
あ
る
。
影
印
と
翻
字
校
訂
お
よ
び
解
説
が
朴
在
淵
・
金
瑛
編
『
一

園
志
通
俗
演
義
』
(
皐
古
房

ソ
ウ
ル

二
O
一
O
)
に
牧
め
ら
れ
て
い

る7 

朝
鮮
刊
『
十
抄
詩
』
二
巻
(
ソ
ウ
ル
大
杢
章
閤
韓
園
曲
学
研
究
院
、

高
麗
大
、
北
京
大
間
字
国
書
館
戒
)
・
『
爽
注
名
賢
十
抄
詩
』
一
一
一
巻
(
韓
園

挙
中
央
研
究
院
、
ソ
ウ
ル
大
套
章
閤
韓
園
撃
研
究
院
、
韓
園
園
立
中
央
園
書

館
、
日
本
陽
明
文
庫
戴
)

本
書
は
劉
再
錫
、
白
居
易
な
ど
唐
代
詩
人
二
十
六
人
、
崖
致
遠
、

朴
仁
範
な
ど
新
羅
詩
人
四
人
の
七
言
律
詩
各
十
首
を
選
ん
だ
も
の
で
、

『
十
抄
詩
』
と
い
う
書
名
は
そ
の
こ
と
に
由
来
す
る
。
無
注
本
(
靭

鮮
前
期
刊
本
)
と
爽
注
本
(
一
四
五
二
年
践
)
が
あ
る
。
編
者
は
不
明

だ
が
、
爽
注
本
の
序
に
よ
れ
ば
高
麗
前
期
の
丈
人
で
あ
る
。
爽
注
は

高
麗
後
期
の
紳
印
宗
の
信
、
輝
子
山
に
よ
る
。

本
書
の
存
在
は
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
朝
鮮
時
代
の
魚
叔
権

『
老
卓
撮
要
」
の
慶
州
、
宜
寧
の
僚
な
ど
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
の
東
洋

撃
者
モ

l
リ
ス
・
ク
l
ラ
ン
の
「
朝
鮮
書
誌
』
(
一
八
九
六
)
に
著
録

さ
れ
て
お
り
、
日
本
で
も
江
戸
時
代
に
惇
わ
っ
て
い
た
が
(
陽
明
文

庫
に
『
爽
注
名
賢
十
抄
詩
』
が
蔵
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
北
京
大
島
十
歳
の
「
十

抄
詩
」
は
も
と
山
本
北
山
の
蔵
書
で
あ
っ
た
)
、
さ
ほ
ど
注
目
さ
れ
る
こ

一
九
九
五
年
、
韓
園
の
属
承
喜
氏
が
本
書
の
中
に④

 

『
全
唐
詩
』
未
放
の
詩
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
論
文
を
護
表
し
た
。

二
0
0
0年
、
韓
国
の
全
南
大
撃
に
招
噛
持
さ
れ
た
復
旦
大
撃
の
査
扉

球
数
授
が
こ
れ
に
注
目
、
ソ
ウ
ル
大
室
章
閤
所
戴
の
寓
本
を
も
と
に

翻
字
し
、
内
容
、
文
字
に
つ
い
て
の
考
詮
を
加
え
、
『
爽
注
名
賢
十

と
は
な
か
っ
た
。

抄
詩
』
(
上
海
古
籍
出
版
社

二
O
O
五
)
を
公
刊
さ
れ
た
。
ま
た
一
一
O

O
二
年
に
は
、
安
承
俊
氏
に
よ
っ
て
前
記
『
至
正
保
格
」
と
と
も
に

一一 182一一

慶
州
の
孫
氏
所
戴
書
の
中
か
ら
「
爽
注
名
賢
十
抄
詩
』
の
刊
本
が
鷲

見
さ
れ
、
二
O
O九
年
に
成
均
館
大
の
林
提
津
教
授
の
解
説
を
と
も

な
っ
て
韓
園
挙
中
央
研
究
院
よ
り
影
印
出
版
さ
れ
た
。
さ
ら
に
本
書

の
研
究
に
取
り
組
ま
れ
た
立
命
館
大
皐
の
芳
村
弘
道
数
授
に
よ
り
北

京
大
挙
所
戒
の
『
十
抄
詩
」
と
陽
明
文
庫
本
の
「
爽
注
名
賢
十
抄

詩
』
が
、
『
十
抄
詩
・
爽
注
名
賢
十
抄
詩
』
(
汲
古
書
院

。

と
し
て
と
も
に
影
印
出
版
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
唐
・
五
代
の
侠
詩
九
十
九
首
、
新
羅
の
崖
致
遠
の
侠

詩
六
首
を
含
み
、
近
年
の
唐
代
侠
詩
の
護
見
と
し
て
は
最
大
規
模
の



も
の
で
あ
る
。
ま
た
既
存
の
詩
に
も
異
文
が
あ
る
ほ
か
、
爽
注
所
引

の
文
献
に
も
諸
書
の
侠
文
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
日
本
の
大
江
維
時

『
千
載
佳
句
」
と
の
闘
連
が
注
目
さ
れ
る
な
ど
、
唐
代
丈
島
T

お
よ
び

そ
の
東
ア
ジ
ア
へ
の
停
播
を
研
究
す
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

8
『
燕
行
録
』

「
燕
行
録
」
と
は
、
明
清
代
に
北
京
に
赴
い
た
朝
鮮
の
朝
貢
使
節

に
よ
る
族
行
記
録
で
あ
る
。
従
来
そ
の
一
部
は
研
究
に
利
用
さ
れ
て

き
た
が
、
二

O
O
一
年
、
東
園
大
の
林
基
中
数
授
編
『
燕
行
録
全

集
』
(
東
園
大
出
版
部
)
三
十
三
加
が
影
印
出
版
さ
れ
、
利
用
が
簡
便

に
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
日
本
に
所
寂
さ
れ
て
い
る
分
は
、
京
都
大
の

夫
馬
進
数
授
の
資
料
提
供
に
よ
る
。
そ
の
内
容
に
は
中
園
の
資
料
に

は
見
え
な
い
事
柄
も
多
く
、
近
年
中
園
の
墜
界
で
も
そ
の
慣
値
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
「
燕
行
録
」
は
膨
大
な
敷
に
の
ぼ
り
、
『
全
集
』
に
収
録

さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
少
な
く
な
い
。
特
に
ハ
ン
グ
ル
で
書
か
れ
た

も
の
は
、
中
園
や
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
中
に

は
貴
重
な
資
料
が
あ
る
。
た
と
え
ば
一
七
六
五
年
(
英
租
四
一
年
・

乾
隆
三
一
十
年
)
の
使
節
に
随
行
し
た
朝
鮮
賓
撃
の
大
家
、
洪
大
容

紹

介

⑤
 

(
一
七
一
三
八
三
)
が
ハ
ン
グ
ル
で
書
い
た
「
乙
丙
燕
行
録
」
に
は
、

彼
が
翌
一
七
六
六
年
(
乾
隆
三
一
年
)

一
月
四
日
、
北
京
正
陽
門
外

の
茶
園
で
み
た
芝
居
(
朱
素
臣
『
菊
翠
園
』
)
に
つ
い
て
、
茶
閏
内
部

の
様
子
や
上
演
形
態
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
録
が
あ
る
。
同
様
の
記

述
は
漢
文
で
書
か
れ
た
「
湛
軒
燕
記
』
(
湛
軒
は
洪
大
容
の
競
)
に
も

み
え
る
が
、
ハ
ン
グ
ル
版
の
方
が
詳
し
い
。
清
代
北
京
の
茶
園
に
つ

い
て
は
、
従
来
、
李
線
園
の
小
説
『
岐
路
燈
』
(
乾
隆
四
二
年
成
書
)

⑥
 

第
十
回
に
み
え
る
も
の
が
も
っ
と
も
古
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
洪
大

容
の
記
述
は
こ
れ
よ
り
も
十
年
早
い
賓
録
で
あ
り
、
か
つ
記
述
も
よ

-183ー

り
詳
細
で
あ
る
。

古
典
翻
語
院
の
出
版
・
翻
課
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

こ
こ
で
中
園
撃
と
は
直
接
の
関
係
は
な
い
が
、
近
年
の
韓
固
に
お

け
る
歴
史
的
漢
文
丈
献
の
整
理
朕
況
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
お
き
た

ぃ
。
そ
の
理
由
は
、
韓
国
で
の
こ
の
方
面
の
事
業
が
、
同
じ
問
題
を

か
か
え
る
日
本
や
中
園
に
と
っ
て
、
ひ
と
つ
の
参
岩
垂

4

例
と
な
り
う

る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
中
心
的

な
存
在
は
、
古
典
翻
語
院
(
奮
民
族
文
化
推
進
曾
)
と
い
う
機
闘
で
あ
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る
。
民
族
丈
化
推
進
曾
は
一
九
七

O
年
に
民
間
の
財
圏
法
人
と
し
て

護
足
、
一
一

O
O七
年
に
古
典
翻
諜
院
と
名
稽
を
改
め
、
政
府
の
財
政

的
支
援
の
も
と
に
韓
園
の
漢
文
文
献
の
出
版
、
翻
誇
、
デ
1
タ
ベ

1

ス
化
、
お
よ
び
翻
語
の
た
め
の
人
材
育
成
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

ま
ず
原
書
の
出
版
と
し
て
は
、
新
羅
時
代
か
ら
朝
鮮
王
朝
時
代
に

い
た
る
歴
代
個
人
文
集
の
主
要
な
も
の
を
、
句
讃
を
付
し
て
影
印
し

た
「
韓
園
文
集
叢
刊
」
正
編
六
六
三
種
が
す
で
に
刊
行
さ
れ
、
績
編

五
九
六
種
が
現
在
刊
行
中
で
、
二

O
一
二
年
に
は
完
刊
の
見
込
み
で

あ
る
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
、
す
で
に
影
印
の
あ
る

『
朝
鮮
王
朝
責

録
』
な
ど
も
再
刊
さ
れ
て
い
る
。

次
に
翻
諜
と
し
て
は
、
「
韓
国
文
集
」
と
し
て
崖
致
遠
「
桂
苑
筆

耕
集
」
、
李
混
「
退
渓
集
」
な
ど
七
六
種
、

一
般
古
典
と
し
て
『
高

麗
史
節
要
』
『
束
文
選
』
な
ど
三
七
種
、
さ
ら
に
「
朝
鮮
王
朝
賓
録
」

全
巻
、
『
承
政
院
日
記
』
の
仁
姐
・
英
姐
・
高
宗
部
分
、
『
日
省
録
』

の
正
組
部
分
、
ま
た
園
事
原
典
と
し
て
『
燕
行
録
選
集
』
お
よ
び
日

本
へ
の
通
信
使
の
記
録
で
あ
る
『
海
行
掠
載
』
等
が
、
翻
諜
出
版
さ

れ
て
い
る
。
古
典
翻
諜
院
と
い
う
名
稽
か
ら
も
知
れ
る
よ
う
に
、
漢

文
文
献
の
現
代
韓
国
語
へ
の
翻
諜
こ
そ
が
こ
の
機
闘
の
主
た
る
事
業

で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
専
門
人
材
の
育
成
も
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で

あ
る
。さ

ら
に
こ
れ
ら
の
資
料
の
う
ち
『
丈
集
叢
刊
」

典
翻
謹
書
二
一

O
種
、
「
承
政
院
日
記
」
の
仁
租
・
高
宗
部
分
、
『
日

省
録
』
の
英
組
・
正
組
部
分
、
お
よ
び
『
朝
鮮
王
朝
賓
録
』
全
巻
原

文
と
翻
語
が
「
韓
圃
古
典
綜
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
(
言
明
、
昏
・
辛
口
・
O
H
-

町
¥
存
え
て
目
白
回
目
口
庶
民

E
田
町
・
官
官
)
と
し
て
一
般
に
無
料
で
公
開
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
同
じ
く
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
圃
史
編
纂
委
員

「

韓

園

歴

史

情

報

統

合

シ

ス

テ

ム

」
一
O
五
四
種
、
古

-184ー

舎

の

(}戸口問}一、

dZJ司
-
r
0
5
8
E臼
gq-R-町
¥
)
を
加
え
れ
ば
、
韓
国
の
漢
文
文
献
に

つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
そ
の
全
貌
を
把
握
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

中
園
に
は
周
知
の
ご
と
く
「
丈
淵
閣
四
庫
全
書
全
文
検
索
版
」
や

「
中
園
基
本
古
籍
庫
」
の
よ
う
な
大
型
の
検
索
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
が
、

そ
の
多
く
は
有
料
で
あ
り
利
用
に
は
制
約
が
あ
る
。
一
方
、
日
本
で

は
近
年
、
平
安
時
代
の
漢
丈
島
ナ
、
鎌
倉
室
町
の
五
山
文
挙
、
江
戸
・

明
治
期
の
漢
詩
な
ど
日
本
漢
文
の
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る

が
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
は
む
ろ
ん
、
原
書
の
影
印
出
版
さ
え
も
利
用

者
が
満
足
で
き
る
賦
況
で
は
決
し
て
な
い
。
こ
の
こ
と
は
日
中
韓
三



圃
の
漢
文
文
献
を
ト
ー
タ
ル
に
考
察
し
よ
う
と
す
る
場
合
の
大
き
な

障
害
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
そ
の
賓
例
を
ひ
と
つ
あ
げ
よ
う
。

四

齢

談

目
頭
で
遁
べ
た
と
お
り
、
筆
者
は
こ
の
数
年
、
韓
国
の
成
均
館
大

で
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
は
相
園
寺
の
倫
、
大
典
顛
常
が
一
七

六
三
年
(
賓
暦
士
二
)
に
日
本
を
訪
れ
た
朝
鮮
遁
信
使
の
一
行
と
大

阪
で
交
わ
し
た
筆
談
記
録
で
あ
る
『
薄
遇
銀
』
を
拳
生
と
と
も
に
議

讃
し
た
。
そ
の
中
に
次
の
一
節
が
あ
る
。

余

大
典

日

貴
邦
現
A 
寸

以
丈
事
執
牛
耳
者

以
足
下
所
取

其
人
矯
誰
?
(
貴
邦
現
今
、
文
撃
を
以
て
牛
耳
を
執
る
者
、
足
下
の

取
る
と
こ
ろ
を
以
て
す
れ
ば
、
其
の
人
は
誰
と
な
す
ワ
)

嚢
(
李
曇
嚢
)
目
、
周
非
魚
、
安
知
魚
?
(
周
は
魚
に
非
ず
、
い

ず
く
ん
ぞ
魚
を
知
ら
ん
?
)

余
日
、
安
非
魚
、
非
即
周
之
語
乎
?
(
い
ず
く
ん
ぞ
魚
に
非
ざ
ら

ん
は
、
即
ち
周
の
語
に
非
ざ
る
や
?
)

紹

介

大
典
が
昔
時
の
朝
鮮
に
お
け
る
代
表
的
丈
島
一
者
を
尋
ね
た
の
に
封

し
て
、
李
曇
嚢
は
と
ぼ
け
て
答
え
な
い
。
「
周
非
魚
」
云
々
は
、
言

う
ま
で
も
な
く
『
荘
子
』
秋
水
篇
の
荘
子
と
恵
子
の
有
名
な
問
答
を

ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
李
曇
震
は
、
「
荘
周
(
自
分
)
は
魚
で
な

い
か
ら
、
魚
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
」
と
は
ぐ
ら
か
し
た
の
で
あ
る
。

李
曇
宜
一
反
が
大
典
の
聞
い
に
答
え
な
か
っ
た
の
は
、
使
節
の
正
使
な
ど

が
貴
族
の
爾
班
階
級
で
あ
っ
た
の
に
封
し
て
、
彼
は
身
分
の
低
い
中

人
階
級
の
通
事
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
封
し
て
大
典
は
、

「
ど
う
し
て
魚
で
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
の
が
荘
周
の
言

185 

葉
で
は
な
い
か
」
と
、
さ
ら
に
、
返
答
を
迫
っ
た
。
李
曇
賓
は
通
事
な

が
ら
数
養
人
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
一
節
を
謹
ん
だ
時
、
あ
る
墜
生
が
、
「
非
即
周
之
語
乎
」
は

「
非
と
す
る
は
即
ち
周
の
語
に
非
ざ
る
や
」
と
謹
む
べ
き
で
は
な
い

か
と
質
問
し
た
。
こ
の
謹
み
方
は
む
ろ
ん
間
違
っ
て
い
る
が
、
撃
生

は
納
得
せ
ず
、
翌
日
自
説
を
書
い
た
質
問
肢
を
筆
者
の
と
こ
ろ
に

も
っ
て
き
た
。
困
っ
た
筆
者
は
、
「
非
印
i
乎
」
と
い
う
言
い
方
が

あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
、
用
例
を
『
四
庫
全
書
』

で
検
索
し
て
み
た
。
そ
こ
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、
「
非
郎
l
乎
」
と
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い
う
言
い
方
は
、
元
以
降
、
特
に
明
人
の
文
章
に
多
く
、
宋
以
前
に

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
む
ろ
ん
検
索
の
や
り
方
を
嬰
え
る

か
、
別
の
検
索
シ
ス
テ
ム
を
使
え
ば
、
宋
以
前
の
用
例
も
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
大
勢
は
動
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
考
え
て
み
れ
ば
、
こ

れ
は
お
そ
ら
く
「
不
就
是
l
鳴
っ
」
と
い
う
口
語
を
背
景
に
し
た
言

い
方
で
、
唐
{
杢
白
文
に
は
出
現
す
る
は
ず
が
な
い
。
質
問
し
た
墜
生

は
漢
丈
島
ナ
科
の
院
生
で
、
唐
宋
古
文
的
漢
文
を
主
に
勉
強
し
て
い
る

た
め
納
得
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
首
た
っ
た
。
そ
こ
で

次
に
前
記
「
韓
園
古
典
線
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
使
っ
て
韓
園
漢
文

の
用
例
を
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
全
部
で
百
七
十
八
の
例
は
ほ
と
ん
ど

朝
鮮
後
期
に
偏
っ
て
お
り
、
特
に
洪
大
容
と
同
じ
く
賓
撃
者
と
し
て

有
名
な
丁
若
鏑
(
一
七
六
二
一
生
王
ハ
)
の

『
輿
猶
堂
全
書
」
に
約

五
十
例
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

こ
れ
は
ほ
ん
の
さ
さ
や
か
な
経
験
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
っ

て
も
中
園
に
お
け
る
文
樫
の
嬰
遷
と
そ
の
韓
国
へ
の
影
響
の
一
端
が
、

わ
ず
か
数
十
分
の
聞
に
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
検
索
な
く
し
て
は
不
可
能
で
あ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

時
代
の
新
し
い
研
究
方
向
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
そ

こ
で
今
度
は
日
本
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
、
「
雌
龍
|
|
日

本
古
籍
全
文
検
索
叢
書
シ
リ
ー
ズ
」
(
凱
希
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
)
を

検
索
し
て
み
た
が
、
用
例
が
な
い
。
な
い
の
は
嘗
然
で
あ
っ
て
、
こ

の
シ
リ
ー
ズ
に
は
江
戸
時
代
の
漢
詩
集
は
あ
る
が
、
文
集
は
入
っ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
尾
大
な
時
聞
を
使
い
、
偶
然
に
頼
る

の
で
な
け
れ
ば
、
用
例
を
見
い
だ
す
こ
と
は
至
難
で
あ
る
。

ち
な
み
に
質
問
を
し
た
撃
生
は
、
前
記
古
典
翻
謹
院
の
翻
諜
者
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
受
講
し
て
お
り
、
将
来
は
漢
文
の
翻
語
要
員
を

目
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
彼
が
一
宇
一
句
の
解
緯
に
拘
っ
た
の

は
、
お
そ
ら
く
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
韓
園
で
は
自
園
の
漢
文
文
献
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を
す
べ
て
現
代
語
に
翻
謹
す
る
計
書
一
が
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ

て
遂
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
王
朝
時
代
か
ら
の
諺
解
の
惇
統
を
受

け
縫
い
だ
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
の
範
園
は
韓
園
漢
文
文
献
の
み

に
と
ど
ま
ら
ず
、
中
園
古
典
文
献
に
も
お
よ
ん
で
お
り
、
中
に
は

『
太
平
贋
記
』
の
全
課
な
ど
、
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
離
れ
業
も

あ
る
(
延
世
大
金
長
燦
教
授
の
個
人
語
、
た
だ
し
王
朝
時
代
す
で
に
諺
解
が

あ
っ
た
)
。

日
本
で
は
従
来
、
漢
文
は
訓
讃
に
よ
っ
て
讃
解
さ
れ
る
惇
統
で



あ
っ
た
が
、
近
年
、
挙
校
に
お
け
る
漢
文
教
育
の
衰
退
も
あ
っ
て
、

訓
讃
に
よ
り
漢
文
が
理
解
で
き
る
人
の
敷
は
激
減
し
、
そ
れ
に
と
も

な
い
世
舎
全
瞳
で
の
教
養
と
し
て
の
漢
文
の
地
位
も
低
下
し
て
い
る
。

韓
国
の
や
り
方
に
は
利
弊
と
も
に
あ
る
が
、
古
典
や
歴
史
文
献
の
内

容
を
一
般
に
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
た
し
か
に
有
数
で
あ
り
、
日
本

に
と
っ
て
も
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
日

本
で
も
近
年
人
気
の
あ
る
「
チ
ヤ
ン
グ
ム
の
誓
い
」
な
ど
韓
流
歴
史

ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
た
背
景
に
は
、

テ
レ
ビ
局
の
闘
係
者
が
ネ
ッ
ト
上

で
「
朝
鮮
王
朝
賓
録
』
な
ど
歴
史
文
献
の
ハ
ン
グ
ル
語
を
謹
ん
だ
こ

と
が
大
い
に
影
響
し
て
い
る
と
い
う
。

本
稿
は
、
二

O
一
一
年
十
月
八
日
、
九
州
大
撃
で
開
催
さ
れ
た
日

本
中
園
事
曾
第
六
三
団
組
合
に
お
け
る
講
演
内
容
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
講
演
に
際
し
て
、
撃
舎
情
報
に
つ
い
て
は
高
麗
大
の
崖
溶

激
数
授
、
古
典
翻
誇
院
に
つ
い
て
は
同
院
の
妻
玉
順
氏
か
ら
資
料
を

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
全
般
に
わ
た
り
成
均
館
大
東
ア
ジ
ア

拳
術
院
の
W
C
U
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
者
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
か
り
で
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

紹

介

〈
参
考
資
料
〉

1

関
連
全
圏
直
子
曾

川
韓
圏
中
園
向
学
曾
(
一
九
六
一
二
)
「
中
園
挙
報
』
(
年
二
回
)
「
園
際
中

園
曲
学
研
究
』
(
年
一
回
)
。

間
韓
圏
中
園
語
文
事
曾
(
一
九
六
九
)
ソ
ウ
ル
大
中
心
「
中
園
文
拳
』

(
年
二
回
)
。

川
中
園
準
研
究
舎
(
一
九
八
O
)
韓
圏
外
園
語
大
中
心
『
中
園
事
研

究
』
(
年
四
回
)
。

凶
韓
圏
中
文
事
曾
(
一
九
八
一
)
成
均
館
大
中
心
「
中
園
文
相
学
研
究
」

(
年
二
回
)
。

問
中
園
人
文
皐
曾
(
一
九
八
二
)
全
南
大
・
全
北
大
、
全
羅
道
地
域
中

心
。
『
中
園
人
文
科
挙
』
(
年
三
一
回
)
。

同
中
園
詩
文
研
究
曾
(
一
九
八
八
)
高
麗
大
中
心
「
中
園
詩
文
論
叢
」

(
年
四
回
)
。

問
中
園
語
文
皐
研
究
曾
(
一
九
八
八
)
延
世
大
中
心
「
中
園
語
文
皐
論

集
』
(
年
六
回
)
曾
員
二
四
七
名
。

倒
韓
圏
中
園
文
化
問
字
舎
(
一
九
九
一
)
前
身
は
忠
清
中
園
語
文
拳
曾

(
一
九
八
五
)
、
忠
清
遁
地
域
中
心
。
『
中
園
阻
ま
雨
叢
』
(
年
二
回
)

0

側
中
圏
諸
問
文
論
誇
血
宇
舎
(
一
九
九
六
)
崇
賓
大
中
心
。
『
中
園
語
文
論

誇
叢
刊
』
(
年
二
回
)
中
韓
翻
誇
研
究
。

同
大
韓
中
園
皐
曾
(
二
0
0
0
)
前
身
は
釜
山
慶
南
中
園
語
文
拳
舎

(
一
九
八
三
)
、
釜
山
地
域
中
心
。
『
中
園
撃
』
(
年
二
回
)
、
文
史
哲
、

語
撃
、
妻
術
、
経
済
、
世
曾
全
般
。
曾
員
約
三
百
名
。
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中
園
文
曲
学
報

第
八
十
一
加

同
中
園
文
化
研
究
事
曾
(
二

O
O
一
一
)
淑
明
大
中
心
。
『
中
園
文
化
研

究
』
(
年
二
回
)
中
園
文
化
、
文
聞
字
、
韓
中
比
較
文
準
。

同
韓
圏
中
語
中
文
島
千
曾
(
二

O
O
二
)
韓
圏
外
園
語
大
中
心
『
中
語
中

文
事
」
(
年
一
一
一
回
)
。

国
中
園
語
文
皐
曾
(
二

O
一
O
)
梨
花
女
子
大
中
心
『
中
園
詩
文
皐

誌
』
(
年
三
回
)
。

凶
嶺
南
中
園
語
文
皐
曾
(
一
九
八
O
)
大
郎
の
慶
北
大
、
嶺
南
大
中
心
。

『
中
園
語
文
皐
」
(
年
一
回
)
*
一
九
八
二
年
に
蘇
東
披
赤
壁
遊
九
百

周
年
記
念
墜
舎
開
催
。

2

分
野
別
墜
舎

川
韓
園
東
方
文
撃
比
較
拳
舎
(
一
九
八
四
)
韓
中
日
越
比
較
文
筆
の
研

究
。
『
東
方
文
撃
比
較
研
究
叢
書
」
(
八
五
・
九
二
・
九
七
)
二

O
一一

年
に
第
一
四
三
固
定
期
拳
術
後
表
舎
開
催
。

凶
韓
園
中
園
小
説
向
学
舎
(
一
九
八
九
)
『
中
園
小
説
論
叢
」
(
年
二
回
)
、

『
中
園
小
説
研
究
曾
報
』
(
年
四
回
)
。

同
韓
圏
中
園
戯
曲
皐
合
(
一
九
九
一
)
「
中
園
戯
曲
』
(
年
一
回
)
。

凶
韓
園
現
代
中
園
研
究
舎
(
一
九
九
一
)
韓
中
間
の
文
化
塞
術
交
流
推

進
。
「
韓
中
言
語
文
化
研
究
』
(
年
一
一
一
回
)
。

同
韓
圏
中
園
文
拳
理
論
皐
曾
(
一
九
九
二
)
『
中
園
文
事
理
論
』
(
年
二

回
)
曾
員
五
七
名
。

附
現
代
中
園
事
曾
(
一
九
九
五
)
皐
術
研
究
を
通
じ
て
釘
中
各
種
政
策

の
立
案
、
諮
問
を
行
う
。
曾
員
約
二
五
O
名
。
『
現
代
中
園
研
究
』
(
年

二
回
)
。

例
韓
園
中
園
散
文
撃
曾
(
一
九
九
五
)
。

同
韓
中
人
文
曲
字
曾
(
一
九
九
六
)
韓
圏
直
字
の
振
興
と
海
外
、
特
に
中
園

へ
の
紹
介
、
交
流
。
「
韓
中
人
文
皐
研
究
』
(
年
三
回
)
。

倒
韓
園
中
園
現
代
文
撃
墜
舎
(
二

O
O
二
)
『
中
園
現
代
文
撃
』
(
年
四

回)。

側
韓
園
中
園
言
語
皐
曾
(
二

O
一
O
)
『
中
園
一
言
語
研
究
」
(
年
三
一
回
)

倒
韓
園
中
園
語
数
育
撃
曾
『
中
園
語
数
育
斗
研
究
』
(
年
一
回
)
。

参

考

文

献

『
韓
圏
中
園
陸
字
研
究
論
著
日
銀
一
一
歴
史
、
哲
撃
、
語
文
皐
(
一
九
四
五

一
九
九
九
)
』
、
金
時
俊
編
、
人
言
、
二

O
O
一。

『
韓
園
勾
中
園
語
丈
島
ナ
研
究
家
事
典
』
、
ス
ム
刈
o
尋
-
編
、
ぺ
量
豆
、
刻
、
二

O

O
O
。

『
圏
内
中
園
語
文
拳
研
究
論
著
目
録
」
、
徐
敬
錆
編
、
正
一
出
版
壮
一
九

九
一
。

『(二

0
0
0
|
二
O
O九
)
中
園
語
文
皐
年
鑑
』
越
寛
照
編
二

O
O
六

ー
二
O

一O
。
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注①
召
ぺ
歪
(
金
時
俊
)
「
魯
迅
引
せ
せ
韓
園
人
(
魯
迅
が
曾
っ
た

韓
園
人
)
」
、
『
手
0

「
可
司
司
ロ
古
都
「
(
中
園
現
代
文
撃
)
」
日
競
、
一
九
九
七

年
十
二
月
参
照
。



②
金
文
京
「
日
本
和
韓
園
撃
者
研
究
中
園
小
説
上
的
問
題
和
親
勲
撃
曾

報
告
」
、
「
中
園
古
典
小
説
研
究
」
第
七
競
、
中
園
古
典
小
説
研
究
曾
、

二
O
O
二。

③
劉
世
徳
「
〈
三
園
志
演
義
〉
周
回
校
刊
本
四
種
考
論
」
、
同
氏
『
一
一
一
園

志
演
義
作
者
輿
版
本
考
論
」
(
中
華
書
局
二

O
一
O
)
参
照
。

④
庖
承
喜
「
〈
十
抄
詩
〉
一
考
|
|
『
全
唐
詩
』
叶
牛
号
斗
苦
o
-
E
Z
τ
A
U

白
一
豆
(
『
全
唐
詩
』
未
収
録
作
品
を
中
心
に
)
」
、
『
季
刊
書
誌
撃
報
」
第

十
五
輯
、
一
九
九
五
。

⑤
原
文
翻
字
は
洪
大
容
著
「
乙
丙
燕
行
録
」
(
太
撃
枇
ソ
ウ
ル
一

九
九
七
)
、
ま
た
現
代
韓
園
語
誇
と
し
て
『
せ
司
社
香
忍
吾
会
社
会
o
一

豆
電
刻
玉
斗
(
山
海
闘
の
閉
ざ
さ
れ
た
門
を
片
手
で
押
し
開
く
)
」

(
吾
司
柑
ソ
ウ
ル
二

O
O
一
)
が
あ
る
。

⑥
屡
奔
『
中
園
古
代
劇
場
史
」
(
中
州
古
籍
出
版
社

七
章
「
戯
園
演
劇
」
参
照
。

紹

介

一
九
九
七
)
第
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